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ご卒園・ご卒業
  おめでとうございます

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
上
勝
で
紡
い
だ
仲

間
と
の
絆
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
活
躍
と
さ
ら
な
る
成
長

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

上
勝
中
学
校
長
　
井
上
　
一
男

　
ご
卒
園
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ん
な
に

小
さ
か
っ
た
皆
さ
ん
が
、
心
も
身
体
も
、
大
き
く
、

強
く
、
逞
し
く
な
り
保
育
園
を
巣
立
っ
て
行
か
れ
ま

す
。
上
勝
の
自
然
の
中
で
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で

た
く
さ
ん
笑
っ
た
こ
と
が
皆
さ
ん
の
生
き
る
力
の
礎

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
の

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
輝
か
し
い
未
来
へ
向
か
っ

て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
下
さ
い
。

彩
保
育
園
長
　
谷
口
　
恵
美

　ご卒業おめでとうございます。常に感謝の気持ちと笑顔を忘れず、上勝小学校での学びや
体験を未来へはばたく力に変えて新たなるステージで活躍することを期待しています。

上勝小学校長　日野出　英樹

　上
勝
中
学
校

　上
勝
小
学
校

　彩
保
育
園
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３
月
２
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
お
誕
生
証
書
並
び
に

記
念
品
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
10

名
で
、
そ
の
う
ち
７
名
と
ご
家
族
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
花
本
町
長
よ
り
、
お
誕
生
証
書
と
記

念
品
を
受
け
取
り
、
次
世
代
を
担
う
赤

ち
ゃ
ん
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（

住
民
課
）

平成 29年度

お誕生証書並びに記念品贈呈式

　
２
月
17
日
、
高
鉾
公
民
館
で
彩
保
育
園
生
活
発
表
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
春
夏
秋
冬
、
一
年
間
の
活
動

を
ふ
り
か
え
り
、
音
楽
や
劇
で
明
る
く
発
表
し
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
を
は
じ
め
、
会
場
か
ら
は
拍
手
や
歓
声
が
あ
が
り
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
温
か
く
見
守
り
ま
し
た
。

彩
保
育
園
生
活
発
表
会

上勝広報4月＿片山.indd   3 2018/03/26   14:47

3 2018.4  広報かみかつ



　
３
月
10
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
上
勝
町
社
会
福
祉
協
議
会
法

人
設
立
三
十
周
年
記
念
大
会
が
行
わ
れ
、

上
勝
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
を
い
た
だ

き
、
上
勝
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
上
勝
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
会
長
の
中
内
英

夫
氏
か
ら
、
賞
状
と
記
念
品
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
生
徒
た
ち
は
、

「
こ
れ
を
励
み
に
、
今
後
も
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。」

と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
み

な
さ
ま
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

上
勝
中
学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
を
受
け
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
者

収
集
の
部
　

　
最
優
秀
　
近
藤
　
媛
袈
さ
ん
　

　
優
　
秀
　
杉
本
　
美
樹
さ
ん

　
第
３
位
　
野
田
亜
寿
佳
さ
ん

（
参
加
者
１
年
竹
田
優
実
さ
ん
、　
２
年
杉

本
美
樹
さ
ん
、
福
本
力
丸
さ
ん
、
藤
田
康

佑
さ
ん
、
３
年
野
田
亜
寿
佳
さ
ん
、
近
藤

媛
袈
さ
ん
）

活
動
の
部
　

　
最
優
秀
　
栗
林
　
寿
幸
さ
ん

　
優
　
秀
　
平
尾
望
乃
采
さ
ん

　
第
３
位
　
福
本
　
翔
吾
さ
ん

（
参
加
者
１
年
平
尾
望
乃
采
さ
ん
、
栗
林
寿

幸
さ
ん
、
竹
田
優
実
さ
ん
、
森
長
知
佳
さ
ん
、

福
本
翔
吾
さ
ん
、
２
年
清
原
亜
春
さ
ん
、

下
岡
こ
こ
ろ
さ
ん
、
木
川
真
さ
ん
）　
　

（
上
勝
中
学
校
）

　
中
小
企
業
庁
主
催
「
第
４
回
全
国
創
業

ス
ク
ー
ル
選
手
権
＆
創
業
フ
ェ
ス
」
に
お

い
て
、
上
勝
町
で
起
業
家
育
成
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ

イ
ン
が
安
藤
久
佳
中
小
企
業
庁
長
官
よ
り

「
創
業
機
運
醸
成
賞
」
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。「
創
業
機
運
醸
成
賞
」
は
、
開
業
率

向
上
を
目
指
す
た
め
、
地
域
に
お
け
る
創

業
に
関
心
を
も
た
せ
る
継
続
的
な
取
組
に

対
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
全
国
で
24

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ
イ
ン

大
西
正
泰
代
表
理
事
に
よ
り
ま
す
と
、

「
２
０
０
０
年
よ
り
徳
島
、
大
阪
、
香
川
、

上
勝
と
18
年
間
地
道
に
続
け
て
き
た
こ
と

を
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

本
町
で
の
起
業
家
育
成
に
コ
ツ
コ
ツ
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

中
小
企
業
庁
「
創
業
機
運
醸
成
賞
」

一
般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ
イ
ン
が
受
賞
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２
月
25
日
、
上
勝
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
き
矢
体
験
教
室
が
開
催
さ

れ
、
町
内
か
ら
24
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
と
は
、
５

～
10
ｍ
離
れ
た
円
形
の
的
を
め

が
け
て
息
を
使
っ
て
矢
を
放
ち
、

そ
の
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
性
別
・
年
齢
問
わ
ず
誰
で

も
手
軽
に
で
き
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
健

康
に
な
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
師
に
は
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
吹
き
矢
協
会
公
認
指
導

員
の
方
々
に
来
て
い
た
だ

き
、
基
本
動
作
か
ら
、
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
等
体
験
し
ま
し

た
。
町
内
で
も
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
き
矢
を
広
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

　
３
月
11
日
に
高
鉾
公
民
館
に

お
い
て
、
海
部
病
院
医
療
局
次

長
の
影
治
照
喜
先
生
を
始
め
と

す
る
脳
神
経
外
科
の
先
生
方
に

よ
る
健
康
講
座
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
の
内
容
を
少

し
ご
報
告
し
ま
す
。

▼
脳
卒
中
の
早
期
診
断
と
治
療

・
脳
卒
中
は
介
護
を
必
要
と
す
る

最
も
多
い
原
因
。

・
脳
梗
塞
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

梗
塞
場
所
が
大
き
く
な
り
ま

す
。

・
発
症
か
ら
３
時
間
以
内
に
治
療

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
予
後

に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。

・
脳
卒
中
を
疑
う
症
状
が
あ
れ
ば

躊
躇
な
く
病
院
へ
！

▼
手
の
震
え
、
足
の
す
く
み
、
体
が

動
き
に
く
く
な
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

外
科
治
療

・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
珍
し
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
症
状
が
進
行
し
て
も
お
薬
以
外

の
方
法
と
し
て
、
手
術
療
法

（
脳
深
部
刺
激
療
法
）
が
あ
り

ま
す
。

▼
成
人
て
ん
か
ん
の
診
断
と
治
療

・
て
ん
か
ん
は
、
何
歳
に
な
っ
て

も
一
定
の
割
合
で
発
症
し
ま

す
（
１
０
０
人
に
１
人
）。

脳卒中を疑うべき「５つの症状」
・半身（手足・顔）の麻痺・しびれ
・ろれつが回らない、言葉が出ない
・立てない、歩けない、フラフラする
・片方の目が見えない、物が２つに見える
・経験したことのない激しい頭痛

認知症と間違われやすい
てんかん（複雑部分発作）
・上腹部の不快感や恐怖感などの
前兆を伴うことがある

・ボーッとする
・口をもぐもぐさせる
・衣服をまさぐる

上
勝
町
体
育
協
会
主
催

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
教
室
開
催
！

・
認
知
症
と
間
違
わ
れ
や
す
く
、

ま
た
、
気
づ
か
れ
に
く
い
て

ん
か
ん
が
あ
り
ま
す
。

▼
く
び
・
腰
・
手
足
の
し
び
れ
と
痛
み

・
脳
の
異
常
に
よ
る
手
足
の
し
び

れ
な
ど
は
突
然
に
起
こ
り
ま

す
が
、
背
骨
（
脊
椎
）・
脊
髄

の
異
常
で
は
、
症
状
は
徐
々

に
悪
化
し
ま
す
。

・
軽
い
痛
み
や
し
び
れ
だ
け
な

ら
、
ま
ず
保
存
的
治
療
。
そ

れ
で
も
よ
く
な
ら
ず
痛
み
が

増
し
た
り
筋
力
低
下
が
あ
る

場
合
は
手
術
の
必
要
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
様
は
ど
の
講
義

も
関
心
深
く
聞
い
て
お
ら
れ
、

脳
神
経
外
科
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　（
住
民
課
）

健
康
講
座
　

﹁
あ
な
た
の
知
ら
な
い
脳
神
経
外
科
﹂
開
催
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お問い合わせ　情報公開総合窓口（総務課）
☎ 46-0111　IP 050-3438-8071

平成 29 年度　行政文書開示請求等処理状況（情報公開）

上
勝
町
消
防
団

新
役
員
体
制
の
お
知
ら
せ

　
永
年
、
消
防
副
団
長
を
務
め
ら
れ
た
安

井
勢
治
氏
が
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
勇
退

さ
れ
、
後
任
に
高
橋
敬
治
氏
が
副
団
長
と

し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
安
井
前
副
団
長

は
永
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
携
わ
り
住

民
の
生
命
財
産
を
守
る
と
と
も
に
防
災
の

普
及
啓
発
、
防
犯
の
推
進
な
ど
に
も
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
西
団
長
以
下
新
し
い
体
制
で
引
き
続
き

消
防
団
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で

人
事
異
動

　

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
（
　
）
内
は
前
任

参
事
兼
住
民
課
長

吉
積
　
　
忍

（
参
事
兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

峯
下
　
恭
次

（
住
民
課
長
）

住
民
課
課
長
補
佐

清
井
　
信
子

（
企
画
環
境
課
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会
局
長
補
佐
兼
支
所
長
補
佐

中
岡
　
卓
也

（
住
民
課
課
長
補
佐
）

企
画
環
境
課
課
長
補
佐

松
岡
　
秀
美

（
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

総
務
課
係
長

石
木
　
由
雄

（
教
育
委
員
会
係
長
兼
支
所
係
長
）

総
務
課
主
事

山
城
真
季
子

（
企
画
環
境
課
主
事
）

建
設
課
事
務
主
任

斎
藤
　
吾
郎

　（
建
設
課
主
事
）

住
民
課
事
務
主
任

森
積
　
昭
仁

　（
住
民
課
主
事
）

保
健
師

西
　
　
麻
衣

　
　
　
　（
保
健
師
補
）

新
規
採
用

　
住
民
課
主
事
補

水
野
　
泰
志

　
建
設
課
主
事
補

新
開
　
大
夢

住
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
平
成
30
年
4
月
１
日
以
降
の
新
役
員
体

制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
上
勝
町
消
防
団
（
敬
称
略
）

本
団
団
長

西
　
　
利
一

本
団
副
団
長

柳
瀬
　
武
志

本
団
副
団
長

谷
口
　
憲
宏

本
団
副
団
長

高
橋
　
敬
治

福
川
分
団
分
団
長

木
下
　
晃
宏

藤
川
分
団
分
団
長

朝
川
　
弘
一

傍
示
分
団
分
団
長

針
木
　
孝
明

福
原
分
団
分
団
長

山
西
　
美
弘

生
実
分
団
分
団
長

竹
房
　
佳
信

旭
分
団
分
団
長

柿
田
　
雅
史

平成 30年 3月現在
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活
動
報
告
と
ご
挨
拶

　
　
専
任
集
落
支
援
員
　
宮
﨑
こ
こ
り

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

設
立
に
向
け
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
杉
本

　勇
二

　佐那河内村の英語活動に参加

　
春
で
す
ね
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
専
任
集
落
支
援
員
活
動
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

移
住
冊
子
︑
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
作
成

　
こ
れ
は
上
勝
町
へ
の
移
住
を
希
望
す
る

方
が
、
上
勝
町
の
情
報
の
一
部
を
知
る
た

め
の
も
の
で
す
。
私
は
、
子
育
て
・
教
育

ペ
ー
ジ
の
文
面
作
成
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
彩
保
育
園
様
、
上
勝
小
学
校
様
、
上
勝

中
学
校
様
、
教
育
委
員
会
様
、
学
童
保
育

様
、
各
課
の
皆
様
、
御
協
力
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
新
谷

さ
ん
、
上
勝
開
拓
団
さ
ん
の
お
か
げ
で
魅

力
的
な
子
育
て
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
！

佐
那
河
内
村
へ
見
学

　
小
学
校
英
語
サ
ポ
ー
ト
の
武
田
先
生
と

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
先
生
と
一
緒
に
、

佐
那
河
内
村
の
小
学
校
・
保
育
園
の
放
課

後
英
語
活
動
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
佐

那
河
内
村
は
平
日
ほ
ぼ
毎
日
英
語
活
動
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
教
材
に
関
す
る
意
見

交
換
等
を
行
い
、
英
語
活
動
を
体
験
し
ま

し
た
！

ご
挨
拶

　
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
出
産
の
た

め
こ
の
春
で
一
度
九
州
に
帰
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
次
は
家
族
で
ま
た
上
勝
町
に

お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
上
勝
の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
食
材
と
文

化
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
上
勝
に

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
１
年
半
が
過
ぎ
ま

し
た
。
最
初
、
こ
の
雲
を
つ
か
む
よ
う
な

考
え
は
、
あ
ま
り
相
手
に
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の

は
、
商
工
会
の
会
長
に
話
を
し
た
と
き
か

ら
で
す
。
い
ち
ど
県
庁
に
相
談
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
県
庁
の
い
く
つ
か
の
課
に
相
談
に
行

き
ま
し
た
。
何
度
か
県
庁
に
通
っ
て
い
る

う
ち
に
、
地
方
創
生
推
進
課
が
力
を
貸
し

て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
町
内

の
事
業
者
の
方
々
や
役
場
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
上
勝
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設
立

協
議
会
を
つ
く
り
、
農
林
水
産
省
の
農
泊

推
進
対
策
事
業
に
提
案
書
を
提
出
し
、
審

査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
上
勝
の
魅
力
情
報

を
発
信
し
、
上
勝
に
訪
れ
た
人
を
受
け
入

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
上
勝
な
ら
で
は
の

自
然
と
食
材
と
文
化
を
活
用
し
た
商
品
と

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
国
内
外
に
流
通
さ

せ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
も
行
お
う
と
し

て
い
ま
す
。
町
外
や
県
外
の
企
業
・
団
体
・

教
育
機
関
と
の
連
携
も
進
み
、
来
年
３
月

の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

上勝の文化

上勝の自然

上勝の食材
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落
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﨑
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ご
し
で
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任
集
落
支
援
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だ
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︑
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は
上
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町
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の
移
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を
希
望
す
る

方
が
、
上
勝
町
の
情
報
の
一
部
を
知
る
た

め
の
も
の
で
す
。
私
は
、
子
育
て
・
教
育

ペ
ー
ジ
の
文
面
作
成
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
彩
保
育
園
様
、
上
勝
小
学
校
様
、
上
勝

中
学
校
様
、
教
育
委
員
会
様
、
学
童
保
育

様
、
各
課
の
皆
様
、
御
協
力
誠
に
あ
り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
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デ
ザ
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新
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さ
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、
上
勝
開
拓
団
さ
ん
の
お
か
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で
魅
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的
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育
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ま
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Ｔ
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課
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英
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活
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視
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行
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た
。
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那
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内
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平
日
ほ
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毎
日
英
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活
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を

提
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し
て
い
ま
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。
教
材
に
関
す
る
意
見

交
換
等
を
行
い
、
英
語
活
動
を
体
験
し
ま

し
た
！

ご
挨
拶

　
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
出
産
の
た

め
こ
の
春
で
一
度
九
州
に
帰
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
次
は
家
族
で
ま
た
上
勝
町
に

お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

何
卒
宜
し
く
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願
い
い
た
し
ま
す
。

　
上
勝
の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
食
材
と
文
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を
、
ひ
と
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で
も
多
く
の
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に
知
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て

も
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た
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と
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う
想
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ら
、
上
勝
に
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ジ
タ
ー
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タ
ー
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
１
年
半
が
過
ぎ
ま

し
た
。
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初
、
こ
の
雲
を
つ
か
む
よ
う
な

考
え
は
、
あ
ま
り
相
手
に
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
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な
状
況
を
大
き
く
変
え
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の
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商
工
会
の
会
長
に
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を
し
た
と
き
か

ら
で
す
。
い
ち
ど
県
庁
に
相
談
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
県
庁
の
い
く
つ
か
の
課
に
相
談
に
行

き
ま
し
た
。
何
度
か
県
庁
に
通
っ
て
い
る

う
ち
に
、
地
方
創
生
推
進
課
が
力
を
貸
し

て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
町
内

の
事
業
者
の
方
々
や
役
場
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
上
勝
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設
立

協
議
会
を
つ
く
り
、
農
林
水
産
省
の
農
泊

推
進
対
策
事
業
に
提
案
書
を
提
出
し
、
審
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を
行
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て
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た
だ
い
て
い
ま
す
。
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ジ
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ー
で
は
、
上
勝
の
魅
力
情
報

を
発
信
し
、
上
勝
に
訪
れ
た
人
を
受
け
入

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
上
勝
な
ら
で
は
の

自
然
と
食
材
と
文
化
を
活
用
し
た
商
品
と

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
国
内
外
に
流
通
さ

せ
て
い
く
仕
組
み
づ
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り
も
行
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う
と
し

て
い
ま
す
。
町
外
や
県
外
の
企
業
・
団
体
・
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関
と
の
連
携
も
進
み
、
来
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３
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の
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す
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地 域 お こ し 協 力 隊

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
阿
部
真
哉

　
春
風
の
さ
わ
や
か
な
季

節
を
迎
え
、
皆
様
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
皆
様
の

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
し
か
し
な
が
ら
私
は
上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
、
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

退
任
の
ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
八
重
地
集
落
の
茅
葺
き
民
家
を
拠
点
と
し
て
は
じ
め
た

協
力
隊
活
動
で
し
た
が
、
最
初
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

な
か
、
民
宿
の
開
業
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
協
力
隊
員
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
た

昨
夏
に
は
２
０
０
名
を
超
え
る
町
外
・
県
外
の
方
が
茅
葺

き
民
家
に
訪
れ
る
な
ど
、
次
第
に
来
客
数
が
成
果
と
し
て

現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
に

差
し
掛
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
矢
先
に
自
身
の
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
、

今
後
の
協
力
隊
活
動
の
継
続
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、

大
変
心
苦
し
く
あ
り
ま
し
た
が
退
任
す
る
こ
と
を
決
意
い

た
し
ま
し
た
。

　
約
２
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
役
場
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
郷
の
元
気
、
そ
し
て
上
勝
町
民
の
方
々
に
は
公
私
と

も
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
の
経
験

を
今
後
の
人
生
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
水
澤
莉
奈

　
桜
の
便
り
が
次
々
に

聞
か
れ
る
こ
の
折
、
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
平
成
28
年
７
月
１
日

よ
り
、
上
勝
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
３
月
末

日
を
も
ち
ま
し
て
、
上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
在
任
中
は
、
大
き
な
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
葉
わ
さ
び
の
商
品
化
を
は
じ
め
、
上

勝
小
学
校
６
年
生
・
城
西
高
校
１
年
生
と
一
緒
に
規
格
外

葉
わ
さ
び
の
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、
わ
さ
び

部
会
・
彩
部
会
の
み
な
さ
ん
と
共
に
行
っ
た
彩
山
の
作
業

な
ど
、
ど
れ
も
大
変
す
ば
ら
し
い
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
の
社
員
と
し
て
勤

務
い
た
し
ま
す
。
主
に
、
彩
山
事
業
の
担
当
と
し
て
山
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
引
き
続
い
て
葉
わ
さ
び
の
担

当
や
、
彩
の
栽
培
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
携
わ
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
自
体
は
今
ま
で
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
３
本
の
柱
（
彩
山
・
葉
わ
さ
び
・
彩
）

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
所
お
よ
び
生
産

者
の
み
な
さ
ん
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
栗
川

　洋
一

　
平
成
29
年
4
月
1
日
よ
り

一
般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ

イ
ン
様
で
お
世
話
に
な
り
、

上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

で
自
転
車
観
光
と
町
内
に
お

け
る
パ
ソ
コ
ン
相
談
を
主
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
は
3
月
31
日
を
も
ち
ま

し
て
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

自
転
車
の
活
動
で
は
、
町
内
の
方
々
か
ら
依
頼
を
受
け
て

自
転
車
を
修
理
す
る
と
い
っ
た
こ
と
や
上
勝
町
内
の
施
設

を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
し
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
相
談
に
お
い
て
、
町
内
の
方
か
ら
依
頼
を
い

た
だ
き
解
決
し
て
い
く
中
で
町
内
の
方
々
に
あ
た
た
か
く

迎
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
3
月
4
日
に
開
催
し
ま
し
た
異
文
化
交
流
イ
ベ

ン
ト
で
は
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の
方
々
に
好

評
な
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
こ
の
場
を

借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ソ
シ
オ
デ
ザ
イ
ン
、
上
勝
町

役
場
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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毎月10名の方に1,000円相当の
町内商品券をプレゼント！
今月の当選番号は‼

引換は、ごみステーションまで。
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２
０
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達
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け
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２
０
２
０
年
達
成
に
向
け
て

当 選 者

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
が

「
と
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
賞
」

に
輝
き
ま
し
た
！

「
と
く
し
ま
環
境
県
民
会
議
表
彰
」

を
田
村
晴
雄
さ
ん
が
受
賞
！

ちりつもポイント
キャンペーン

　
徳
島
県
内
に
お
い
て
、
地
域
や
団
体
の

特
性
等
を
活
か
し
社
会
貢
献
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
表
彰
す

る
「
と
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
賞
」。
今
年
度

は
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
が
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
は
２
０
０
５
年
か
ら
活
動

を
始
め
て
今
年
で
13
年
目
を
迎
え
、
設
立

当
初
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
や

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
普
及
啓
発
に
努
め
、

最
近
で
は
海
外
に
向
け
て
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
を
積
極
的
に
発
信
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
島
県
や
そ
の
他
団
体
が
主
催
す
る
と

く
し
ま
環
境
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
に
お
い

て
、
田
村
晴
雄
さ
ん
（
正
木
）
が
平
成
29

年
度
と
く
し
ま
環
境
県
民
会
議
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
地
域
の
環
境

美
化
や
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
個
人
や
団
体

等
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。
田
村

さ
ん
は
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ
る
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
や
空
き
缶
等
の
「
ポ
イ
捨
て
ご
み
」

を
自
主
的
に
拾
う
だ
け
で
な
く
、
造
花
や

看
板
を
設
け
て
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
や

め
る
よ
う
長
年
に
わ
た
っ
て
呼
び
か
け
を

行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
評

価
さ
れ
、
３
月
14
日
に
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
で
徳

島
県
知
事
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
３
月
７
日
に
は
徳
島
県
庁
に
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
中
野
晃
治
副
理
事
長
が
徳
島

県
知
事
よ
り
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

くるくるショップ、
受け入れ再開しています！　
　仮設ごみステーションへの移転にともない、昨年
の７月より受け入れを休止しておりました無料のリ
ユースショップ「くるくるショップ」ですが、仮設
ごみステーションにて受け入れを再開しておりま
す。まだ使えるものは、くるくるショップにお持ち
込みください。持ち込み・持ち帰りの際は入口にて
計量し、重さを記帳してくださるよう、ご協力をお
願いします。

＊持ち込みは町民の
方限定ですが、どなた
でも持ち帰り可能で
す。
＊食品、汚れがひどい
もの、冷蔵庫などの特
定家電は持ち込みで
きません。

手
作
り
の
看
板
で
美
化
を
呼
び
か
け
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今
回
は
「
う
お
の
め
・
た
こ
・
つ
め
み

ず
む
し
・
い
ぼ
」
に
つ
い
て
で
す
。
鶏
眼

（
け
い
が
ん　

通
称
う
お
の
め
）
及
び
胼

胝
（
べ
ん
ち　

通
称
た
こ
）
は
、
間
欠
的

な
圧
迫
ま
た
は
摩
擦
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
，
通
常
は
骨
隆
起
部
（
例
：
踵
や

指
の
付
け
根
）
の
皮
膚
に
み
ら
れ
ま
す
。

【
鶏け
い
眼が
ん（
う
お
の
め
）・
胼べ
ん
胝ち
（
た
こ
）に

つ
い
て
】

　

鶏
眼
は
、
境
界
明
瞭
な
限
局
性
の
角

栓
（
芯
）
で
構
成
さ
れ
、
小
豆
大
か
そ
れ

よ
り
わ
ず
か
に
大
き
く
、
真
皮
の
大
部

分
を
貫
通
し
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
硬

い
鶏
眼
は
、
骨
隆
起
が
著
明
な
部
位
、

特
に
足
趾
や
足
底
の
表
面
に
で
き
や
す

く
、
軟
ら
か
い
鶏
眼
は
指
の
間
に
で
き

ま
す
。
鶏
眼
の
大
半
は
足
に
合
っ
て
い

な
い
履
物
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
芯
が
あ
る
た
め
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

胼べ
ん

胝ち

は
、
中
心
部
に
角
栓
（
芯
）
が
な
く
、

鶏
眼
よ
り
均
一
な
外
観
を
呈
し
ま
す
。

通
常
は
手
や
足
に
生
じ
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
に
も
あ
ら
ゆ
る
部
位
に
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
、
特
に
職
業
上
特
定
の
部

位
に
繰
り
返
し
刺
激
を
受
け
る
人
（
字
を

よ
く
書
く
人
の
ペ
ン
だ
こ
な
ど
）
に
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
治
療
法
と
し
て
は
固
い

と
こ
ろ
（
芯
も
含
む
）
を
削
っ
て
と
る
方

法
か
角
質
溶
解
剤
と
い
う
薬
を
使
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
と
し
て
は
靴
な
ど
の
履

物
で
ソ
ー
ル
や
パ
ッ
ド
を
入
れ
、
当
た

り
に
く
く
す
る
こ
と
、
足
指
の
間
に
で

き
た
も
の
で
あ
れ
ば
五
本
指
の
靴
下
の

使
用
な
ど
で
よ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

診
療
所
で
も
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
爪つ
め
白は
く
癬せ
ん（
つ
め
み
ず
む
し
）に
つ
い
て
】

　

次
に
爪
白
癬
に
つ
い
て
で
す
。
み
ず

む
し
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
多
く
、
足

な
ど
の
み
ず
む
し
は
5
人
に
1
人
が
、

爪
白
癬
は
10
人
に
1
人
が
悩
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
爪
白
癬
の
場
合
、

爪
が
分
厚
く
な
り
白
く
濁
っ
て
い
き
、

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
崩
れ
や
す
い
状
態
が
見
ら

れ
ま
す
。
診
断
方
法
と
し
て
は
爪
の
ぼ

ろ
ぼ
ろ
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
取
り
、

検
査
し
白
癬
が
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

治
療
法
と
し
て
は
、
ほ
か
の
み
ず
む
し

と
同
じ
塗
り
薬
で
効
果
が
薄
い
た
め
飲

み
薬
で
の
治
療
が
主
で
し
た
が
、
最
近

は
新
し
い
爪
白
癬
専
用
の
塗
り
薬
も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
所
で
も
治
療

で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
疣ゆ
う
贅ぜ
い（
い
ぼ
）に
つ
い
て
】

　

最
後
に
疣
贅
に
つ
い
て
で
す
。
い
ぼ
は
、

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
で
き
た
皮
膚
の
病

気
で
す
。
手
や
足
、
体
の
あ
ち
こ
ち
に

で
き
る
病
気
で
す
。
魚
の
目
、
た
こ
と

区
別
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、
一
部
を

削
る
こ
と
で
診
断
で
き
ま
す
。
一
般
的

な
治
療
は
切
除
、
冷
凍
凝
固
法
、
薬
の

内
服
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
切
除
は
、
そ

の
ま
ま
い
ぼ
の
部
分
を
局
所
麻
酔
し
切
っ

て
取
る
方
法
で
す
。
痕
が
残
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
冷
凍
凝
固
は
液
体
窒
素
や

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
い
ぼ
を
冷
凍
し
落
ち

る
の
を
待
つ
処
置
で
す
。
3
週
間
に
一

度
通
院
が
必
要
で
大
き
さ
や
場
所
に
よ
っ

て
は
何
度
も
通
院
し
て
も
ら
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
内
服
は
痛
み
を
伴
わ
な
い

治
療
で
漢
方
の
飲
み
薬
が
あ
り
ま
す
。

一
番
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
は
冷
凍
凝

固
法
で
、
診
療
所
で
も
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

を
用
い
た
冷
凍
凝
固
法
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
で
は
な
く
木
曜
日
の
午
後
だ

け
で
予
約
が
必
要
で
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

以
上
3
種
類
の
皮
膚
の
病
気
に
つ
い

て
で
し
た
。
診
療
所
で
ご
相
談
い
た
だ

き
、
診
療
所
で
治
療
で
き
れ
ば
そ
の
ま

ま
治
療
を
行
い
、
専
門
的
な
治
療
が
必

要
で
あ
れ
ば
皮
膚
科
を
紹
介
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

上勝町 電話健康相談（無料）7 0120-24-8174

「
健
康
の
達
人
」に
な
ろ
う

知
っ
て
得
す
る
健
康
情
報　
上
勝
町
診
療
所 

所
長  

幸
田
朋
也
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各
種
健
康
診
査

○�

が
ん
検
診
・
特
定
健
診
・

ヤ
ン
グ
健
診

会　場

コミュニティセンター

高鉾公民館

傍示定住センター

旭基幹集落センター

日　程

７月 3日㈫

７月13日㈮

７月20日㈮

８月22日㈬

■�

が
ん
検
診
の
ご
案
内
・
申
込

書
は
、
各
世
帯
ご
と
に
通
知

い
た
し
ま
す
。（
６
月
頃
）

■�

特
定
健
診
（
国
保
）・
ヤ
ン
グ

健
診
の
ご
案
内
・
申
込
書
は
、

該
当
の
方
に
通
知
い
た
し
ま

す
。（
６
月
頃
）

■ 
社
会
保
険
の
方
の
特
定
健
診

も
、
受
診
券
が
あ
れ
ば
受
け

ら
れ
ま
す
。

■ 

特
定
健
診
の
後
日
に
は
、
結

果
説
明
・
個
別
相
談
等
を
実

施
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
女
性
の
が
ん
検
診

■
集
団
健
診

会　

場
：     

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

・
９
月
６
日
㈭　

   

子
宮
頸
が
ん

検
診

・
９
月
20
日
㈭　

  

乳
が
ん
・
骨

密
度
検
診

■
個
別
検
診

　

集
団
健
診
以
外
に
、
県
内
の

協
力
医
療
機
関
に
お
い
て
も
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
４

月
１
日
～
１
月
31
日
ま
で
の

間
）。
詳
細
は
保
健
師
ま
で
。

各
種
運
動
教
室

○
貯
筋
教
室

　

毎
月
第
４
水
曜
日
、
14
時
か

ら
16
時
ま
で

場　

所
：  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

講　

師
：
株
本
泰
輔 

先
生

参
加
費
：
５
０
０
円

　

ゆ
っ
く
り
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

体
力
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な
い

筋
ト
レ
体
操
を
行
い
ま
す
。

○
チ
ベ
ッ
ト
体
操
教
室

　

夏
と
冬
の
年
２
回
実
施
予
定

講　

師
：
松
下
信
義 

先
生

参
加
費
：
５
０
０
円

　

腹
式
呼
吸
を
取
り
入
れ
た
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
等
で
心
身
を
活

性
化
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
６
月
開
催
の
予

定
で
す
。

歯
の
健
康
相
談

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
と
お

口
の
相
談
を
上
勝
町
診
療
所
に

て
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
歯

は
一
生
の
宝
物
で
す
。
歯
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
て
い
る
方
で
も
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★ 

お
子
様
の
（
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

の
）
お
口
の
相
談
も
始
め
ま

し
た
！

　

姿
勢
が
悪
い
、
よ
だ
れ
が
多

い
、
ご
は
ん
を
よ
く
食
べ
て
く

れ
な
い
、
口
呼
吸
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、
思
い
当
た
る
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
か
？
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。予

約
制
〈
要
電
話
予
約
〉

上
勝
町
診
療
所

☎
４
４

−

５
０
１
０

IP 

０
５
０

−

３
４
３
８

−

７
８
７
２

子
育
て
に
関
す
る
こ
と

○
妊
婦
訪
問
・
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長

と
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
の
育

児
を
応
援
す
る
た
め
、
保
健
師

等
が
妊
婦
や
新
生
児
を
訪
問
し
、

健
康
状
態
の
確
認
、
育
児
や
産

後
の
生
活
等
の
相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
乳
幼
児
健
康
診
査

　

お
子
様
の
健
康
状
態
や
成

長
・
発
達
の
確
認
、
育
児
相
談

等
を
行
い
ま
す
。
該
当
の
方
に

は
事
前
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他
健
康
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
や
育
児
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽

に
役
場
保
健
師
ま
で
ど
う
ぞ
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

＋

♥

保
健
師

＋

♥

でで
すす

平
成
30
年
度
の
予
定

歯の健康相談
歯科衛生士による歯やお口の相談です。
お子様の食べ方相談も始めました。

日 時  ４月４日㈬／５月９日㈬
 ９時〜11時30分
場 所	 上勝町診療所

予約制〈要電話予約〉
　お電話にて上勝町診療所へご予約をお願い
します。在宅でのご相談も受け付けます。

☎ 44-5010　IP 050-3438-7872

　運動不足・肩こり・腰痛・膝の痛みのあ
る方は、楽しく体を動かして、筋力をつけ
る貯筋体操をしてみませんか？

日　時 ４月25日㈬ 14時〜16時
場　所 コミュニティセンター
講　師 株本泰輔 先生
参加費 500円
持ち物 タオル・お茶など

貯 筋 教 室
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お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
出
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
　
時
　
４
月
29
日
㈰

場
　
所
　
上
勝
中
学
校
体
育
館

受
　
付
　
８
時
30
分
か
ら

開
会
式
　
９
時　
【
試
合
開
始
】
９
時
30
分

要
　
領
　  

６
人
制
。コ
ー
ト
の
中
に
選
手
と
し
て
常
時
、

女
性
２
名
以
上
、
上
勝
町
民
２
名
以
上
が
出

場
し
て
い
る
こ
と
。
ル
ー
ル
の
詳
細
は
前
年

の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
１
チ
ー
ム　

２
，
０
０
０
円

申
込
方
法
　

　

名
簿
（
メ
ン
バ
ー
の
名
前
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）、
代
表

者
名
、
連
絡
先
、
チ
ー
ム
を
記
入
）
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く

は
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
４
月
16
日
㈪

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】
役
場
内　

上
勝
町
青
年

会　

立
川
、
緒
方　

☎
４
６
―
０
１
１
１　

IP
０
５
０
―
３
４
３
８
―
８
０
７
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
６
―
０
３
２
３

案 内 板
ナ
イ
タ
ー
陸
上
で
い
っ
し
ょ
に

走
り
ま
せ
ん
か

　

勝
浦
郡
陸
上
競
技

協
会
で
は
、
毎
週
水
・

金
曜
日
、
19
時
か
ら

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、「
ナ
イ
タ
ー
陸
上
」
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
種
目
は
長
距
離
走
で
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

健
康
保
持
の
た
め
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で

ゆ
っ
く
り
走
る
方
か
ら
競
技
会
出
場
を
目
指
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
方
ま
で
様
々
で
す
。

　
「
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
や
「
徳
島
駅
伝
」

に
参
加
し
て
い
る
選
手
も
多
く
い
ま
す
。

　

勝
浦
郡
内
に
は「
走
り
た
い
け
ど
、走
る
き
っ

か
け
が
な
い
」「
徳
島
駅
伝
に
出
た
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
出
ら
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
の
悩
み
を
も
つ
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
「
ナ
イ
タ
ー
陸
上
」
に
参
加

し
、
仲
間
と
と
も
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
各

種
大
会
に
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
長
立
石　

☎
０
９
０

−

４
９
７
７

−

４
０
９
４

ま
た
は
同
協
会
事
務
局

（
勝
浦
町
教
育
委
員
会
内
☎
４
２

−

２
５
１
５
）

美
馬
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す

2018青
年
会
会
員
も
随
時
募
集
中
!!

　

夏
ま
つ
り
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、
あ
な
た
も

一
緒
に
上
勝
町
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

　

友
達
の
輪
も
広
が
り
ま
す
♪

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
！

2019年 KAMIKATSUヒルクライム大会
（自転車）に向けて

　いつもお世話になっております。昨年4月16日に
行われましたKAMIKATSUヒルクライム大会では、町
内外の皆様をはじめ、たくさんのご理解、ご支援をい
ただきまして、無事に終えることができました。
　次回、１年間の準備期間をいただきまして、2019
年開催に向け、準備をしてまいります。今後とも、ご
理解ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

KAMIKATSU ヒルクライム大会事務局
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４月担当医表

月 �火 水 木 金

2 3 4 5 6

医科
午　前

幸	田 幸	田 川	村
13 時〜 15 時休診 幸	田

診 樫	原
検 幸	田

午　後 樫	原

歯　　科 住	吉

9 10 11 12 13

医科
午　前

幸	田 幸	田 川	村
13 時〜 15 時休診 幸	田

診 樫	原

午　後
検 幸	田
樫	原

歯　　科 住	吉

16 17 18 19 20

医科
午　前

幸	田 幸	田 川	村
13 時〜 15 時休診 幸	田

診 樫	原
検 幸	田

午　後 樫	原

歯　　科 住	吉

23 24 25 26 27

医科
午　前

幸	田 幸	田 川	村
13 時〜 15 時休診 幸	田

診 樫	原
検 幸	田

午　後 樫	原

歯　　科 住	吉

30

医科
午　前

振替休日午　後

歯　　科
＊外来担当医は急患等により変更になることがあります。ご了承ください。	

上勝町診療所
医科受付� 8時30分〜 11時30分/14時〜 16時30分
� 水曜日午後 /15時〜 16時30分
歯科受付� 8時30分〜 11時30分/13時〜 16時30分

電　話	 44−5010
IP電話	 050−3438−7872
F	A	X	 44−5011

福原診療所
�医科受付・診療　13 時〜 14 時 30 分

電　話	 46− 0302
IP 電話	 050− 3438− 8001
F	A	X	 46 − 0302

水 木 金

4 5 6
午　後 川　村 幸　田

11 12 13
午　後 川　村 幸　田

18 19 20
午　後 川　村 幸　田

25 26 27
午　後 川　村 幸　田

今月の納税
軽自動車税	 全期分
納期限�平成30年５月１日㈫
督促状の出るもの
後期高齢者医療保険料	 ８期分
納期限は４月２日㈪でしたが、まだ未納の方
が見受けられます。未納者には、４月20日㈮
に督促状を送付します。早急に納めてください。

受講料無料英会話
開催日時：毎週火曜日19時～21時
　　　　　（４月３日㈫は休講です）
　　　　　		初級・応用クラス１９時

～２１時
※初級クラスだけの受講も歓迎いたします！
※両クラスを受講することもできます。
場　　所：高鉾公民館
お問い合わせ：教育委員会		
☎	45ー0111　IP	050-3438-7311

心配ごと相談
４月19日㈭	13時30分～16時30分
高鉾公民館
家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽にご相談く
ださい。
※開始時間が変更になりました。

登記無料相談
４月28日㈯	９時～12時
小松島市総合福祉センター

消費生活相談
相談時間：９時〜16時
休館日：土日、祝日、年末年始
小松島市消費生活センター
☎0885－38－6880（FAX兼用）
小松島市横須町２番14　小松島市教育委員会庁舎内

障害者生活支援相談
シーズ相談支援事業部
☎0884-24-3366
障害者の支援、相談を受け付けています。障害者
手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サービス等
どんなことでもお手伝いいたします。お気軽にお
電話ください。

廃タイヤ
特定家電製品の回収
7時30分～14時
日比ヶ谷ごみステーション
◯廃タイヤ　月～日・1㎏ごとに100円
◯特定家電
　テレビ・エアコン・洗濯機・衣類乾燥機・冷蔵庫
　平日のみ（休日要事前相談）・有料
IP	050-3438-8110
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キッズ・アドベンチャー
４月１日㈰・７日㈯・８日㈰・14日
㈯・15日㈰・21日㈯・22日㈰・28
日㈯・29日㈰昭和の日・30日㈪振替休日
①１０：００～１２：３０　②１３：３０～１６：００
場　所：月ヶ谷温泉村キャンプ場パンゲア
　　　　フィールド
参加費：3,500円／名
　　　　（※兄弟割引２人目から3,000円／名）
お問い合わせ：
　☎４６－０３７１（パンゲアフィールド）

高丸山千年の森　
森の成長を見守る活動①
４月７日㈯
１１：００／集合　１６：３０／解散
集合場所：千年の森ふれあい館
参加費：1回　1,000円
野鳥は人間に多くのことを教えてくれます。
皆さんも野鳥から学びませんか。３回の連続
講座の１回目。巣箱をつくって森に巣箱をか
けよう。
お問い合わせ：
　☎４４－６６８０（千年の森ふれあい館）

山で使える地図読み講座
１回目－入門座学

４月14日㈯　９：００～１５：３０
集合場所：千年の森ふれあい館
参加費：1,500円
持ち物：弁当・飲み物・・筆記用具・プレート
　　　　コンパス（貸出可）等
半年に渡り、連続５回の講座で地図読みを学
びます。
※天候などにより日程、内容が変更になるこ
とがあります。
お問い合わせ：
　☎４４－６６８０（千年の森ふれあい館）

森の恵み 薬草料理体験
４月22日㈰　９：００～１４：３０
集合場所：千年の森ふれあい館
参加費：2,000円
持ち物：エプロン・バンダナ・飲み物 ほか
山から里まで、身近にある薬草を使った料理
体験です。薬草料理の作り方から、おいしく
食べる方法を学びましょう。

お問い合わせ：
　☎４４－６６８０（千年の森ふれあい館）

千年の森写真展
４月24日㈫～５月６日㈰
開催時間：８：３０～１８：００
場　所：千年の森ふれあい館
入場料：無料
協　力：上勝町芸術文化協会写真部 
千年の森と上勝町の自然、人、生活をとらえ
た写真展です。新緑のまぶしい季節に、ぜひ
ふれあい館へお立ち寄りください。
※期間中の水曜日はお休みです。
お問い合わせ：
　☎４４－６６８０（千年の森ふれあい館）

森川海人のつながり、
勝浦川流域フィールド講座

（開講式）

４月28日㈯
勝浦川の源流域から河口域までの様々な場
所を訪れ、徳島の自然の豊かさを体感し、そ
こにある課題を学ぶ講座。連続８回講座の１
回目。講座の概要と安全知識を学びます。
※詳細はお問い合わせください。
お問い合わせ：
　☎４４－６６８０（千年の森ふれあい館）

春の遊学の森散策
４月29日㈰　９：００～１５：００
高丸山の森づくり区画を、樹木医と一緒に散
策し、木のことを勉強します。
集合場所：千年の森ふれあい館
参加費：1,000円
持ち物：弁当・飲み物・筆記用具 ほか
お問い合わせ：
　☎４４－６６８０（千年の森ふれあい館）

英会話教室（詳細はP.13）

４月10日㈫・17日㈫・24日㈫
１９：００～２１：００
場　所：高鉾公民館
受講料：無料
お問い合わせ：☎４５－０１１１（教育委員会）

2018　
美馬杯ソフトバレーボール大会

（詳細はP.12）

４月29日㈰
受　付：８：３０～　開会式 ９：００～
会　場：上勝中学校体育館
参加費：１チーム2,000円
申込締切：４月１６日㈪
お問い合わせ：☎４６―０１１１
　（役場内　上勝町青年会　立川、緒方）

イベント
アイコン
一　覧

子ども向け

セミナー教室 体験町外出店アート 移住希望者向け 総合

エンター
テインメント グルメ

お祭り

観光スポーツ 生活

４月 2018 April

まるごと
かみかつ案内所

　イベントは、時間や内
容が変更される場合が
ありますので、各イベン
トお問い合わせ先にご確

認ください。
　事業所のみなさん、広報紙で紹
介したいイベントの情報がありま
したら前月１０日までにアプリに書
き込んでください。
　イベントを紹介したいけど書き
込み方がよくわからない方は企画
環境課広報担当、または産業課観
光担当までご連絡ください。　
☎ ４６－０１１１　
IP 050－3438－8071
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４月から受付窓口が変更になります

詳しい内容につきましては、各課へお問い合わせください。
■上勝町役場　☎ 46 － 0111　IP 050 － 3438 － 8071

□一般廃棄物運搬支援事業	 　　受付窓口は「住民課」　　
　上勝町では、ごみをごみステーションまで持ち込む手段を持た
ないお宅への運搬支援を行っており、ご家庭で分別していただい
たごみを奇数月にご自宅へ収集にうかがっています。
　申請の手続きについては右記のとおりです。
 お問い合わせ　住民課

□電動生ごみ処理機設置事業	 　受付窓口は「企画環境課」　　
　４月から電動生ごみ処理機「ゴミイージー」の受付を再開いた
します。
　申込みの手続きについては右記のとおりです。
 お問い合わせ　企画環境課

□ちりつもポイントキャンペーンの商品引替	　　商品の引替は「企画環境課」と「ごみステーション」　　
　雑誌や歯ブラシなどをごみステーションに持って行くと、ゼロ・ウェイストカードのポイントが貯まり、
色々な商品と交換できる「ちりつもポイントキャンペーン」を実施中ですが、商品の交換場所が、企画
環境課とごみステーションに変わりますのでご注意ください。
 お問い合わせ　企画環境課

① 役場住民課へ申請
② 役場・民生委員からの認定
③ 登録
④ 奇数月に収集
　   （ごみ袋１袋につき 10円、粗大ごみは１
車分につき270円の負担金が必要です。）

手
続
き
の

流
れ

① 役場企画環境課へ申込み
② 役場にて商品を引き渡し
　   （自己負担金１万円と引替）
※購入は１世帯につき１台です
が、故障が確認された場合につ
いては再度購入いただけます。

手
続
き
の

流
れ

町内の求人・お仕事の情報を募集します！
　３月 26日、上勝町では、移住ポータルサイト『上勝パラダイス宣言』をオープンしました。田舎暮
らしを検討されている方へ上勝町での暮らしや子育て、仕事の情報などを包括的に情報発信していくサ
イトです。
　現在、人材を募集している事業所や農家のお手伝いを募集したい方など、移住ポータルサイトでお仕
事の情報を発信しませんか？人手が足りない時期だけの季節アルバイト情報でも構いません。情報をい
ただければ、掲載させていただきますので、お気軽に企画環境課までご連絡ください。

　求人情報の掲載内容例　	

●募集職種 ●給与・賃金等
●応募資格（年齢、資格、免許等） ●待遇・福利厚生
●募集人数 ●業務内容
●勤務地 ●求める人材
●勤務時間 ●参考ＵＲＬ
●雇用形態・期間

お問い
合わせ先

※写真等の画像については掲載のご希望がございましたら、お気軽にご連絡くだ
さい。場合によっては、仕事風景の撮影や業務内容の取材等させていただきたい
と思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。

【お問い合わせ】上勝町役場　移住交流支援センター（企画環境課内）
　　　　　　　　　　		☎ 46－ 0111　IP	050 － 3438－ 8071　担当：斎藤

15 2018.4  広報かみかつ



【後期高齢者医療制度】

３３万円以下で、世帯内の被保険者全員の
所得がない（年金収入８０万円以下） ９割

８．５割
５割
２割

３３万円以下
３３万円＋（２７万5千円×被保険者数）以下
３３万円＋（50万円×被保険者数）以下

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成３０年度及び平成３１年
度の保険料率（被保険者均等割額・所得割率）が決定しました。また、制度の見直
しや政令改正により、保険料の上限額や被保険者均等割額・所得割額の軽減を
改定しています。
　被保険者一人ひとりに納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金とと
もに大切な財源となります。

住民課　☎46-0111 IP 050-3438-8071

保険料率改定のお知らせ

　世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応
じて、均等割額が世帯単位で軽減されます。

【軽減対象の拡充】　右表「世帯の所得額の合計」欄中
軽減割合５割について２７万円→ ２７万５千円
軽減割合２割について４９万円→ ５０万円

被保険者均等割額の軽減

　後期高齢者医療制度加入の前日まで、被用者保険
（国保・国保組合以外の健康保険）の被扶養者となって
いた方が対象となります。
　ただし、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも
該当する方については、いずれか大きい方の額が軽減さ
れます。

【均等割額の軽減割合】　7割軽減 → 5割軽減

均等割額 所得割額

負担なし5割軽減

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

保険料の軽減…所得の低い方及び被用者保険（国保・国保組合以外の健康保険)の
被扶養者であった方は、平成30年度は次のとおり保険料が軽減されます。

保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。
保険料＝ 被保険者均等割額52、913円＋｛（総所得金額等-33万円）×所得割率10.34％｝
平成30年度から保険料の年額の上限は57万円から62万円になります。

●保険料の計算法

●保険料の軽減

　被保険者の基礎控除
（３３万円）後の総所得金
額等に応じて、所得割額
が軽減されていましたが、
制度の見直しにより平成
30年度から廃止されます。

【所得割額の軽減割合】　
２割軽減→ 軽減なし

所得割額の軽減廃止

10.34%52,913円

162018.4  広報かみかつ



国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

　平成30年４月分から平成31年３月分までの国民年金保険料は、月額16,340円です。保険料は、日
本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めることが
できます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利で
お得な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・文
書・訪問により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が無
い場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産を差し押さえることがあります
ので、早めの納付をお願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度がありますので、
上勝町役場の国民年金窓口へご相談をお願いします。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

国民年金保険料免除等の申請について

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や
遺族基礎年金を受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予と
なる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、上勝町役場の国民年金窓
口へ手続きをしてください。
　平成30年度分（平成30年７月から平成31年６月分まで）の免除等の受付は平成30年７月１日から
開始されます。
　また、申請時点の２年１か月前の月分までさかのぼって申請することができます。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間がある
方は、上勝町役場の国民年金窓口または年金事務所へご相談ください。

【お問い合わせ】住民課 ☎ 46-0111　徳島南年金事務所 ☎ 088-652-1511

就職力アップ
セミナー

 日　時 　４月11日㈬、４月25日㈬
 場　所 　徳島駅クレメントプラザ
 対　象 　45歳未満の若年求職者
 内　容 　ビジネスマナー、模擬面接等

【お問い合わせ】
県若年者就職サポートセンター
☎ 088-602-1188  FAX 088 ｰ 602-1189

Y O G A
　ヨガとはサンスクリット語で繋がりを意味し、心と体、
魂が繋がっている状態をいいます。
日頃、ストレスと緊張で張り詰めた
心と身体をヨガで一緒に緩めましょう。
身体の固い方、初心者、大歓迎です。

日　時：４月10日㈫・24日㈫
　　　　19時～20時
場　所：		福原ふれあいセンター和室
料　金：500円
持ち物：		バスタオル、ヨガマット（お持ちの方）
服　装：		動き易く身体をしめつけないもの

【お問い合わせ】地域おこし協力隊　前野るり
　　　　　　　 携帯電話　☎080－9444－1717　

Canada		Queen’s		University
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平成30年度

⑴ 新卒者・無職の雇用
　 ・年齢は 50歳未満（H30.４.１現在）
　 ・９月30日までに町内に住むこと
　 ・１年以上雇用すること
　 ・雇用時点では町内外は問わない
⑵ １事業主当たり10名以内

・新規雇用の申請は雇用
   後３カ月の実績を経た
   後。雇用の継続の場合
   は４月末日までに申請
   すること。

  県の最低賃金以上
（H30.4.1現在
　　740円/時間当たり）

事業完了後30日以内
（3月31日まで）

新規雇用開始月から24ヵ月以内
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上勝町人材確保育成事業平成30年度
　上勝町ふるさと創生夢基金を設置し、上勝町の活性化を図るために有能な人材を確保・育成
及び地場産業の振興を推進することを目的に、次の補助金交付要綱により受付を開始します。
　補助金申請を希望される団体（個人）は、企画環境課へご相談ください。なお、⑴の①と③、
⑶、⑷の補助対象年齢は、原則50歳以下とします。

⑴ 地場産業活性化
　 人材確保・育成事業
（所管課：産業課）

①地場産業の活性化に必要な人材育成で、
　旅費及び実技指導者等の賃金等に要す
　る経費

旅費１００％以内（受講料含む）又は
実技指導者等の賃金等に要する経
費の５０％以内

⑶ 海外研修事業 国、県及び関係機関や団体の主催する海外
研修制度や、視察団等に参加する経費（１
回４名以内）

国、県等の補助残の５０％以内
（限度額３０万円）

②他業種等からの参入者で新規認定農業
者の認定を受けた者のうち、その計画の達
成に必要な機械、施設整備等の経費

導入費の３０％以内又は５０万円のど
ちらか低い額

⑵ 若者定住人材確保・
　 育成事業

①若者の定住化を図るための町内外の見
　学及び研修に要する経費

当該経費の１００％以内

⑷ 国内研修事業 産業等の国内研修に要する経費（１回２名
以内）

補助残の５０％以内

⑼ その他町長が目的達 
成に必要と定めた事業

集落再生事業に関する経費で町長が認め
た事業

予算の範囲内

⑻ 上勝町児童等転入支
　 度金事業
（所管課：住民課）

小学４年生以下の子どもを連れて上勝町に転
入された方で、子どもが上勝小学校、上勝中学
校に合わせて５年以上在学見込みの方に支給

転入支度金として１世帯につき３０万円
ただし、子どもが小中学校合わせて５年以上在学
せず転出した場合には全額返納することとする。

③香酸柑橘苗木購入に要する経費 認定農業者　苗木購入費の８０％以内
その他　　　苗木購入費の５０％以内

⑺ 彩農業等育成事業
（所管課：産業課）

①彩苗木導入に要する経費 認定農業者　苗木購入費の８０％以内
その他　　　苗木購入費の５０％以内

⑹ 国際・国内交流事業 ①国際交流事業に要する経費
②国内交流事業に要する経費

当該経費の１００％以内
（年間限度額２０万円）

⑸ 地域活性化研究事業 地域の活性化を図るための研究開発事業
で、計画的に行うもの

当該経費の１００％以内 （年間限度額
３０万円、もしくは限度額１００万円の事業）

②若者の定住のための住居新築に対する
　祝い金並びに中古住宅を購入若しくは
　改修した場合の助成金

①住宅新築祝い金
当初固定資産税額について、
納付額が１０万円未満の場合
　一律１０万円
納付額が１０万円以上の場合
　一律２０万円
②中古住宅購入補助は
　一律２０万円
③住宅改修助成金は住宅を改修に要し
　た経費の１０％以内（限度額２０万円）
 （②及び③はＵＩＪターン者に限る。）

②地場産業の活性化のための人材育成研
　修・講習等の講師に要する経費
　（数社が共催するときは、代表者が申請する）

当該経費の１００％以内
但し、他に補助がある場合は補助残
の１００％以内

③第３セクターが幹部社員候補として人材
　の確保育成に要する経費

報酬又は基本給与の５０％以内
（限度額３００万円）

企画環境課  ☎46-0111　IP 050－3438－8071
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上勝町人材確保育成事業平成30年度
　上勝町ふるさと創生夢基金を設置し、上勝町の活性化を図るために有能な人材を確保・育成
及び地場産業の振興を推進することを目的に、次の補助金交付要綱により受付を開始します。
　補助金申請を希望される団体（個人）は、企画環境課へご相談ください。なお、⑴の①と③、
⑶、⑷の補助対象年齢は、原則50歳以下とします。

⑴ 地場産業活性化
　 人材確保・育成事業
（所管課：産業課）

①地場産業の活性化に必要な人材育成で、
　旅費及び実技指導者等の賃金等に要す
　る経費

旅費１００％以内（受講料含む）又は
実技指導者等の賃金等に要する経
費の５０％以内

⑶ 海外研修事業 国、県及び関係機関や団体の主催する海外
研修制度や、視察団等に参加する経費（１
回４名以内）

国、県等の補助残の５０％以内
（限度額３０万円）

②他業種等からの参入者で新規認定農業
者の認定を受けた者のうち、その計画の達
成に必要な機械、施設整備等の経費

導入費の３０％以内又は５０万円のど
ちらか低い額

⑵ 若者定住人材確保・
　 育成事業

①若者の定住化を図るための町内外の見
　学及び研修に要する経費

当該経費の１００％以内

⑷ 国内研修事業 産業等の国内研修に要する経費（１回２名
以内）

補助残の５０％以内

⑼ その他町長が目的達 
成に必要と定めた事業

集落再生事業に関する経費で町長が認め
た事業

予算の範囲内

⑻ 上勝町児童等転入支
　 度金事業
（所管課：住民課）

小学４年生以下の子どもを連れて上勝町に転
入された方で、子どもが上勝小学校、上勝中学
校に合わせて５年以上在学見込みの方に支給

転入支度金として１世帯につき３０万円
ただし、子どもが小中学校合わせて５年以上在学
せず転出した場合には全額返納することとする。

③香酸柑橘苗木購入に要する経費 認定農業者　苗木購入費の８０％以内
その他　　　苗木購入費の５０％以内

⑺ 彩農業等育成事業
（所管課：産業課）

①彩苗木導入に要する経費 認定農業者　苗木購入費の８０％以内
その他　　　苗木購入費の５０％以内

⑹ 国際・国内交流事業 ①国際交流事業に要する経費
②国内交流事業に要する経費

当該経費の１００％以内
（年間限度額２０万円）

⑸ 地域活性化研究事業 地域の活性化を図るための研究開発事業
で、計画的に行うもの

当該経費の１００％以内 （年間限度額
３０万円、もしくは限度額１００万円の事業）

②若者の定住のための住居新築に対する
　祝い金並びに中古住宅を購入若しくは
　改修した場合の助成金

①住宅新築祝い金
当初固定資産税額について、
納付額が１０万円未満の場合
　一律１０万円
納付額が１０万円以上の場合
　一律２０万円
②中古住宅購入補助は
　一律２０万円
③住宅改修助成金は住宅を改修に要し
　た経費の１０％以内（限度額２０万円）
 （②及び③はＵＩＪターン者に限る。）

②地場産業の活性化のための人材育成研
　修・講習等の講師に要する経費
　（数社が共催するときは、代表者が申請する）

当該経費の１００％以内
但し、他に補助がある場合は補助残
の１００％以内

③第３セクターが幹部社員候補として人材
　の確保育成に要する経費

報酬又は基本給与の５０％以内
（限度額３００万円）

企画環境課  ☎46-0111　IP 050－3438－8071【事業お問い合わせ】	役場産業課	☎46-0111			IP	050-3438-8071　【申込先】JA東とくしま上勝支所
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○相談日時　応相談
○会　　場　高鉾公民館
○相 談 員　かみかつ Q ぴっとサポーター２名

○お問い合わせ
　かみかつ Q ぴっと事務局（教育委員会内）
　 ☎ 45−0111　  IP 050−3438−7311
　 E メール kyoiku_1@kamikatsu.i-tokushima.jp

※秘密及び個人情報は固く守られます。

◎ 相談のご希望がありましたら、
　事前に事務局にご連絡ください 

ご縁談について相談会を行っています。
結婚を希望される独身男女の方、親御
様はお気軽にご相談ください！！

小松島警察署　福原駐在所だより

平成30年春の全国交通安全運動
期　間　４月６日㈮から４月15日㈰の10日間
交通事故死ゼロを目指す日　4月10日㈫
目　　的
　広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図
り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を習慣付けるとともに、県民自身による
道路交通環境の改善に向けた取組を推進する
ことにより、交通事故防止の徹底を図ること
を目的としています。
運動重点
１　子�供と高齢者の安全な通行の確保と高齢
　　運転者の交通事故防止
２　自転車の安全利用の推進
３　全ての座席のシートベルトとチャイルド
　　シートの正しい着用の徹底
４　飲酒運転の根絶
５　横断歩道の交通事故防止

結婚相談会
かみかつQぴっと

　平成３０年３月、阿波晩茶を含む「四国
山地の発酵茶の製造技術」が国の「記録作
成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」
に選ばれました。これを受けて、徳島県教
育委員会は文化財の視点から、阿波晩茶の
製造技術について調査を行います。
　つきましては、お配りしたアンケートに
ご協力いただけますようよろしくお願いい
たします。

■�返送用封筒（切手不要）に「アンケート
回答用紙」を入れて、５月３１日（木）
までにポストに投函してください。

■お問い合わせ
　徳島県教育委員会教育文化課
　（民俗文化財担当）
　☎０８８－６２１－３２６７

納税者の方が縦覧帳簿により土地や家屋の
評価額を比較し、自らの土地や家屋の評価
額の適正さを判断していただくために行う
ものです。

　〇縦覧期間
　　４月２日（月）〜５月３１日（木）
　〇縦覧時間
　　８時３０分〜１７時
　〇縦覧できる人
　　固定資産税の納税者又はその代理人
　　（委任状が必要）
　〇閲覧に必要な書類
　　本人確認ができる書類（納税通知書、
　　課税明細書、運転免許証など）
　〇閲覧場所　税務課
　　なお、従来の固定資産税課税台帳の
　　閲覧も行います。

税務課　☎ 46-0111　IP 050-3438-8071

阿波晩茶の製造技術について
アンケートにご協力ください

固定資産税縦覧帳簿の縦覧
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つつしんでご冥福をお祈りいたします
［傍示］菖蒲　忠男さん	 88 歳
［生実］竹中　政一さん	 95 歳
［正木］丸山　貞雄さん	 86 歳

1 件3 1 0 4 名

 平成30年   2月の視察来町者数

前月比
人 口 1,575 人 △4
男 755 人 	△4
女 820 人 0

世帯数 792戸 	△2
世帯数

正木 519人（△ 2） 239 戸（△ 1）
傍示 258人（△ 1） 131 戸（△ 1）
福原 230人（△ 1） 121 戸（ 0）
生実 253人（ 0） 132 戸（ 1）
旭 315人（ 0） 169 戸（ 0）

◯	高齢化率52.63%

平成30年３月１日現在

ありがとうございました
彩保育園

新田　幸男さん（生実）… ……………… お菓子
横山　和代さん（傍示）… ……………… お菓子
井岡五十惠さん（福原）… ……………… 果　物

インターネット及びCATV・IP電話サービス
 お問い合わせ窓口………故障・入会・各種変更など
故障かな？…と思ったら下記までお問い合わせください。

受付時間
平　　日	 9：00～ 20：00
土 曜 日 	 9：00～ 19：00
日曜祝日	 9：00～ 17：00

問い合わせ先 / 地域情報センタ

TEL	 0120-960-138
IP	 050-3438-9877

こんにちは赤ちゃん
［福原］谷　　健太さん
　　　　　　　晶さん　飛

あすか

鳥さん

ご結婚おめでとう
	［ 旭 ］名倉　　亮さん
	［ 旭 ］花本　直美さん

かみかつ さんぽ No.22

「春がやってきました。」� 文・写真	杉本勇二（地域おこし協力隊）
　寒かったなぁ。と先月号に書きましたら、しっかり春がやって
きました。家族そろって花粉症なので、春は憂鬱な季節でもある
のですが、それでも命が目覚めてくる春は嬉しいばかりです。フ
キノトウも終わりの時期を迎え、これから筍をはじめ山菜の季節
のはじまりです。上勝の美味しい春がはじまると思うと、食いし
ん坊はわくわくしてたまりません。
　今年の上勝の春は、
いろいろな物事が動き
だします。勝浦川に架
かる吊橋の工事も着々
と進んでいます。今か
ら渡ることができるよ
うになるのが楽しみで
なりません。その他に
も、新しいごみステー
ションの工事も予定さ
れており、来年の春に
は完成を目指している
そうです。しっかりと
発展していく上勝を見
てるのは嬉しいばかり
です。
　私もこの４月で地域
おこし協力隊の任期の最終年度を迎えます。あっと言う間に２年
が過ぎ、いよいよ最後の年になりました。着実にとは言えませんが、

なんとか目標に向かって進
んでいます。これも、上勝
に来てから、ただならぬお
世話になった地元の方のお
陰です。至らぬところもあ
りますが、これからも精進
して取り組みますので、ご
指導ご鞭撻のほどよろしく
お願いいたします。

フキノトウの天ぷら

３月の吊り橋の様子

｛

戸 籍 の 窓 口

夜間救急当番

救急車の要請

下記の医療機関へ事前に連
絡をお願いします。

必ず事前に連絡をお願いしま
す。

夜間・休日は休診となります
が、電話での相談は可能です。

上勝町役場へ連絡をお願いし
ます。

国民健康保険上勝町診療所

国民健康保険勝浦病院

☎ 42-2555
IP 050-3438-7441

☎ 46-0111
IP 050-3438-8071

☎ 44-5010
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